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令和７年度教育行政運営方針 

第１ 策定の趣旨 

本方針は、教育を取り巻く状況の変化を踏まえ、「学び合い成長し合えるまち」の実

現を図るため、目黒区教育委員会の教育目標及び基本方針に即しながら、令和７年度

の施策に取り組む際の基本姿勢やその方向性を示すものである。 

国や都の教育政策の動向を踏まえ、的確かつ柔軟な対応に努めるとともに、区の長

期計画及び目黒区教育に関する大綱並びに令和７年度行財政運営基本方針等との整合

を図りつつ、めぐろ学校教育プランをはじめとした教育委員会で定める各種計画に掲

げる事業を着実に推進することを主眼とする。 

また、本方針に掲げる施策は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条

の規定に基づき行う、教育委員会の自らの権限に属する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価の対象としており、効果的な教育行政の一層の推進を図るとともに、区

民への説明責任を果たし、区民に信頼される教育行政を推進する。 

 

第２ 教育行政運営の基本姿勢 
１ 学校・保護者・地域・関係機関等との連携・協力 

持続可能な社会の創り手として、未来を担う子どもたちの健やかな成長のために、

学校・保護者・地域・関係機関等のそれぞれの役割に応じた連携・協力関係を推進

し、教育活動の一層の充実を図る。 

 

２ 創意工夫を凝らした教育行政の展開 

社会情勢が不安定な中にあっても、活力ある教育行政を推進するため、施策の立案

と実施に当たっては、迅速かつ的確に対処するとともに、積極的に創意工夫に努め

る。 

３ 区民への積極的な情報の発信 

事業の実施に当たっては、保護者や地域をはじめ区民の理解・協力を得るため、事

業についての趣旨や到達度等の説明責任を果たしながら、適時適切に、より分かりや

すい情報発信に努める。 

 

４ 効果的・効率的な施策の推進 

計画（Ｐｌａｎ）、実施（Ｄｏ）、評価（Ｃｈｅｃｋ）、改善（Ａｃｔｉｏｎ）のマ

ネジメント・サイクルにより各施策を効果的・効率的に推進する。 

 

第３ 教育を取り巻く社会情勢 

現代は将来の予測が困難な時代であり、その特徴である変動性(Volatility)、不

確実性(Uncertainty)、複雑性(Complexity)、曖昧性(Ambiguity)の頭文字を取って

「ＶＵＣＡ」の時代とも言われている。少子化・人口減少や高齢化、デジタルトラ

ンスフォーメーション（ＤＸ）の進展に加え、不安定な国際情勢や地球温暖化によ
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＊１ウェルビーイング 

身体的・精神的・社会的に良い状態にあること。短期的な幸福のみならず、生

きがいや人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念。 

＊２地域学校協働活動 

地域と学校がパートナーとして連携・協働して行うさまざまな活動のこと。 

る気候変動も世界全体の課題として顕在化してきており、これらは原材料費等の高

騰による物価上昇や風水害の激甚化・頻発化といった問題の要因ともなっている。 

こうした中、国は、第４期教育振興基本計画のコンセプトとして、「持続可能な社

会の創り手の育成」及び「日本社会に根差したウェルビーイング＊1の向上」を掲

げ、両者の相互循環的な実現に向けた取組が進められるよう教育政策を講じていく

ことが必要であるとしている。 

令和６年５月に策定した、こども大綱に基づくアクションプラン「子どもまんな

か実行計画 2024」は、いじめ防止、不登校の子どもの支援など幅広い子どもの施策

を網羅している。国の令和７年度予算案においては、ＧＩＧＡスクール構想の着実

な推進と学校ＤＸの加速、部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行、不登校・

いじめ対策等が盛り込まれている。 

本区においては、令和７年３月に目黒区子ども総合計画（令和７年度～11年度）が

策定され、子どもの権利が大切にされ、子どもが自らの意思で生き生きと成長していけ

る環境づくりを目指すとしている。新規事業として幼小中の連携、地域学校協働活

動＊2の推進など、学校教育に係る様々な施策が盛り込まれた。 

また、生涯学習においては、ウェルビーイングの実現にあたり、教養を高め、多

様な人々と出会い、自己実現を図るための学習が非常に重要な意義を持ち、その観

点から、個人の自発的意思に基づいて生涯を通じて行う生涯学習の必要性が高まっ

ている。また一人ひとりが個性を持ち、自分以外のウェルビーイングにも配慮し多

様性を認め合う社会的包摂の精神が重要となっている。 

 

 

 

 

第４ 施策とその方向性 

教育を取り巻く社会情勢や現状・課題を踏まえ、５つの施策とその方向性を示

し、取組を進めていく。 

 

【施策１】知・徳・体を総合的に捉えた資質・能力の育成 

〈現状・課題〉 

学校教育には、知・徳・体を一体的に捉え、３つの資質・能力である「知識及び技能」

「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」をバランスよく育むことが求

められている。 

特に、学習の基盤となる資質・能力や、現代的な諸課題（主権者に関する教育、人権教

育、ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）等に対応して求められる資質・能力の育成を

図るためには、ＩＣＴ機器を教材・教具や学習ツールの一つとして効果的に活用し、これ

まで以上に個別最適な学びと協働的な学びを推進するとともに、教科等横断的な学習の推
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進や「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を図ることが求められてい

る。 

また、児童・生徒が主体的に学習課題を発見し、自分に合った学習方法等を用いた学習

計画を立て、自己調整しながら学びを深めていくことができるよう、発達段階に配慮しな

がら指導することが重要である。 

１－１ 確かな学力の向上 

きめ細かい指導や教科の専門性を生かした指導ができるよう指導体制を整え

るとともに、学力の定着状況の把握・分析を踏まえた指導方法の工夫・改善を

図る。また、充実した研修により、個別最適な学び、協働的な学びの充実を通

じた「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進する。 

１－２ 豊かな心の育成 

     人権教育や道徳教育を通じて、人権意識を高め、道徳性を養うとともに、

文化、芸術、スポーツなど様々な体験活動を通じて、社会性・協調性や規範

意識を醸成する教育活動を推進する。 

１－３ 健やかな体の育成 

     児童・生徒の望ましい運動習慣・生活習慣の確立に向け、学校と家庭が連

携し、健康の保持増進及び体力向上の取組や食育など健康教育を推進する。 

１－４ ＩＣＴを活用した教育の充実 

児童・生徒が学習用情報端末を中心としたＩＣＴ環境を効果的に活用する中

で、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図るとともに、

情報活用能力の育成を図る。 

 

【施策２】学校の教育活動を支える環境整備の推進 

〈現状・課題〉 

いじめ・体罰、不登校等の諸課題は社会全体で取り組むべき重要な課題であり、学校や

保護者、地域、関係機関等と連携・協力し、適切に対応する必要がある。また、全ての子

どもが可能な限り共に学ぶことに配慮しつつ、特別支援教育のさらなる充実が求められて

いる。   

予測困難な時代において、災害や感染症など非常時においても、子どもたちの健やかな

学びを保障するため、引き続き、ＩＣＴ環境整備をはじめ、学習環境・指導体制の充実な

どに取り組むとともに、実施計画及び学校施設更新計画に基づく学校施設の計画的な更新

を進め、教育環境の整備を通じて「魅力と活力にあふれ、信頼される学校」の実現を図る

必要がある。 
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２－１ いじめ防止等の対応の充実 

     いじめはどこでも、誰にでも起こりうる問題であり、同時に重大な人権侵

害であるという認識の下、「目黒区いじめ防止対策推進条例」「目黒区いじめ

防止基本方針」に基づき、いじめを許さない強い姿勢で、いじめの防止等の

対策を総合的・効果的に推進する。 

２－２ 不登校等への対応の充実 

     不登校の未然防止、幼児・児童・生徒の健全育成推進のため、様々な専門

家、学習支援教室「めぐろエミール」、関係機関、地域コミュニティと連携を

図りながら、不登校等の課題解決に向けて学校や保護者等への支援に当た

る。 

２－３ 特別支援教育の推進 

一人ひとりの豊かな学びと切れ目のない支援を目指して、心のバリアフリーの推

進、一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導・支援の充実、保護者や関係機関等と

の連携による支援体制の充実等、「特別支援教育推進計画（第五次）」に掲げる施策

を総合的に推進し、特別支援教育のさらなる充実を図る。 

２－４ 学校のＩＣＴ環境整備の推進 

計画的かつ効果的に学校のＩＣＴ環境の改善及び維持・管理に取り組むとと

もに、児童・生徒及び教職員が安全安心に学校でＩＣＴを活用するための情報

セキュリティの向上を図る。 

２－５ 就学前施設・小学校中学校間の連携・交流の強化 

幼稚園・こども園及び保育園等と小学校、小学校と中学校の間の連携や交

流を一層深め、校種間の円滑な接続を図る。 

２－６ 統合新校の新校舎整備及び学校施設の計画的な更新 

統合新校の新校舎を整備するとともに、老朽化した学校施設の計画的な更

新を進めることで、児童・生徒の学習環境・生活環境の充実・改善を図る。 

 

【施策３】学校内外の連携・分担による学校マネジメントの実現 

〈現状・課題〉 

社会が加速度的に変化し、複雑性と困難性を増す中、学校現場では、学習指導要領

への対応やＧＩＧＡスクール構想等をはじめとする校務ＤＸなど大きな変革が進んで

いる。近年では、全国的な傾向である教師不足が教職員の負担を増加させる一因と



5 

 

なっており、心身の健康を保持し、子どもと向き合う時間や授業準備等の時間を確保

できる環境が必要となっている。 

課題への対処として、校長のリーダーシップの下、教職員一人ひとりが専門性を発

揮できるような組織運営を通じて、学校組織全体としての総合力を発揮していくこと

のほか、学校を支える校内の人材と保護者、地域との連携・協働により、児童・生徒

の健全な成長を図ることが求められている。 

３－１ 高い専門性と指導力、協働性を備えた教員人材の育成 

教員としての資質・能力の向上を図るため、教員の職層や経験に応じた研修

や専門性を高める研修、教育課題に対応した研修を意図的・計画的に実施する

とともに、日常的に学び合う校内研修や、主体的に行う研修を実施する。 

また、本区の特色である文部科学省研究開発学校の取組（小学校４０分授業

午前５時間制を全校実施、中学校４５分授業を一部の中学校において実施）を

生かして創意工夫に富んだ魅力ある学校づくりを行う中で、教員人材の育成を

図る。 

３－２ 働き方改革の推進・「チーム学校」の機能強化 

「目黒区立学校・園における働き方改革実行プログラム」に基づき、子ども

と向き合う時間を創出するための環境整備と勤務時間を意識した働き方を推進

する。 

３－３ 「地域とともにある学校づくり」と「学校を核とした地域づくり」の実現 

7年度から小学校 2校、中学校 1校で先行実施するコミュニティ・スクール

（学校運営協議会を設置している学校）と地域学校協働活動の一体的推進に向

けた取組等により、保護者や地域住民等が学校運営に参画し、相互に連携・協

働して、地域とともにある学校づくりと学校を核とした地域づくりを進めてい

く体制を整備する。 

 

【施策４】子どもの安全・安心の確保 

〈現状・課題〉 

学校は、児童・生徒が安心して学習を行うことが求められる場所であり、学校にお

いてその安全な環境を整備し、事件・事故を防止するための取組を進める必要があ

る。 

また、子どもたちに自らの安全を確保できる基礎的な資質・能力を育成するための

安全教育や、地域・関係機関との連携による安全対策の強化が求められている。 

４－１ 子どもの安全教育の推進 

自らの安全を確保することのできる基礎的な資質・能力を、学校教育全体を

通じて育成していけるよう、生活安全・交通安全・災害安全の観点をもって、
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生命（いのち）の安全教育や防災教育、防犯教育のより一層の推進を図る。ま

た、関係機関と連携したセーフティ教室等の実施により、児童・生徒の健全育

成の活性化及び充実を図る。 

４－２ 地域や関係機関との連携による安全対策の強化 

登下校時の事故や犯罪から子どもたちを守るため、学校が地域や関係機関と

連携して、危険を予知するために必要な対応策を講じる。 

また、保護者や地域、関係機関で子どもの安全対策のより一層の充実を図

る。 

４－３ 学校・園における児童虐待等の早期発見・早期対応の推進 

児童虐待防止法に基づき、対策を確実に実施するため、教職員研修を実施す

るとともに、関係機関との連携を密にして、「児童虐待防止マニュアル」を踏

まえた児童虐待の早期発見・早期対応を推進する。 

 

【施策５】生涯学習の充実 

〈現状・課題〉 

社会やライフスタイルの変化等により、人と人との「つながり」の希薄化が指摘さ

れ、孤独・孤立の問題が顕在化するなど、社会的包摂とその実現を支える地域コミュ

ニティが一層重要になっている。 

また、様々な社会的課題を解決するための人への投資の充実、デジタル社会の進展

への対応の必要性が増大する中、人生１００年時代を見据え、生涯にわたって自ら学

習し、自己の能力を高め、働くことや、地域や社会の課題解決のための活動につなげ

ていく必要性が一層高まることが考えられる。 

区民一人ひとりが、生涯を通じて、いつでもどこでも、生き生きと学び、学び合

い、また、学んだことを地域の中で生かすことができるよう、生涯学習環境整備を進

め、施策を推進していくことが必要である。  

 

５－１ 生き生きと学び合える生涯学習事業の充実 

区内及び近隣地域の教育機関の専門性を生かした生涯学習講座の実施など、

区民の関心や意欲に応える生涯学習事業に取り組むとともに、誰もが、いつで

も、どこでも講座や団体等の情報を得られるように、様々な媒体を使った情報

提供をさらに充実していく。 

５－２ 家庭教育を支援する事業の実施 

子どもの生活習慣の習得や自立心の育成など、すべての教育の出発点である

家庭教育が保護者の自覚と責任によって行われるよう、家庭教育講座などを引

き続き行う。 
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５－３ 文化財を活用した啓発・普及事業の実施 

区内の歴史的建築物や埋蔵文化財を調査・記録して、文化財保護等寄付金も

活用しながら貴重な文化財を将来にわたって保存・継承していく。 

また、文化財や歴史資料を活用した企画展の開催などを通じ、文化財への理解

を深め、保護への啓発を行う。 

５－４ 図書館サービスの充実 

重点テーマを定めた図書資料の計画的な収集、地域の課題や特定のテーマに

関連した展示により、区民ニーズに沿った的確な資料提供を行うとともに、電

子書籍貸出サービス（めぐろ電子図書館）と地域資料のデジタル化による非来

館型サービスの充実を図る。  

また、学校教育との連携による児童・生徒の電子図書館の活用を推進する。

図書館利用に障害のある方々一人ひとりの状況に応じた障害者サービスの提

供、子どもたちの読書活動の推進と学習活動の支援について取組を進める。 

さらに、子どもたちが本と親しみ、より深く学びを楽しむための環境づくりを

進め、子どもたちが主体的に読書活動に取り組めるよう、「目黒区子ども読書活動

推進計画（仮称）」を策定する。 

 

第５ 実施事業の策定 

施策とその方向性に対応した実施事業を別紙のとおり定める。 
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令和７年度教育行政運営方針実施事業 

施策１ 知・徳・体を総合的に捉えた資質・能力の育成 

番号 項目 所管課 

１－１ 確かな学力の向上 

1－1－1 授業改善の推進 教育指導課 

連番号 

 １ 

本区の特色である文部科学省研究開発学校（小学校４０分授

業午前５時間制を全校実施、中学校４５分授業を一部の中学

校において実施）や目黒区教育委員会教育開発指定等により、

個別最適な学び、協働的な学びの充実を通じた「主体的・対話

的で深い学び」の実現に向けた指導方法の工夫・改善を行う。 

また、区独自の学習状況調査や全国学力・学習状況調査等の

教育データから児童・生徒の個別最適な学びと教員による個別

支援の充実を図る。 

1－1－2 外国語教育の充実 教育指導課 

連番号 

２ 

ＡＬＴの活用のほか、体験的に英語を使う機会として、全区

立中学校第１学年生徒を対象とした日帰り体験型英語学習や、

希望する区立中学校第２学年生徒を対象としためぐろイング

リッシュ・キャンプを実施する。 

1－1－3 理科教育の充実 教育指導課 

連番号 

３ 

理科に対する興味・関心を高め、科学的リテラシーを向上さ

せるため、引き続き、観察実験支援員等を配置・活用するとと

もに、指導資料「理科指導のポイント」を配付し、問題解決の

学習の進め方及び観察・実験のポイント等の理解を深める。 

１－２ 豊かな心の育成 

1－2－1 人権教育の推進 教育指導課 

連番号 

４ 

学校・園において、人権教育の質的向上を図るため、目黒区

人権教育推進校の取組の成果を実践報告や授業公開等を通じ

て、他校・園に普及・啓発する。 

1－2－2 国際社会に対応する教育の推進 教育指導課 

連番号 

５ 

小・中学校の各教科等で行われる国際理解教育において、外

国との交流活動や我が国の伝統文化に関する学習を引続き推進

する。 

また、帰国児童・生徒や外国籍の児童・生徒が増加傾向であ

る現状を踏まえ、持続可能な日本語指導・支援体制の確立を図

る。 

1－2－3 体験学習の充実 学校運営課 

教育指導課 連番号 

６ 

自然を愛し、美しいものに感動する体験活動や、体育・文化

について日常の学習の成果を発揮する場、美しい芸術を共に体

験し、感動を分かち合う機会等を教育課程に位置付けて実施

し、実施後は評価・改善を図り充実に努める。 

1－2－4 連合行事等の実施 教育指導課 

連番号 

７ 

自他のよさを見付け合い、自己の成長を振り返り、積極的に

自己を伸長しようとする態度を養うため、互いの運動や演奏を

見合う連合行事を実施する。 

別 紙 
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番号 項目 所管課 

１－３ 健やかな体の育成 

1－3－1 体力向上に向けた取組の推進 教育指導課 

連番号 

８ 

幼稚園・こども園年長から中学校第３学年までの系統的な健

康の保持増進及び体力向上を図るために、「めぐろ ここカラダ

月間」を年３回設定し、「めぐろ ここカラダシート」等の活用

の推進を図る。 

1－3－2 健康教育の推進 学校運営課 

連番号 

 ９ 

学校健康トレーナーを全小学校へ定期的に派遣するととも

に、健康課題をもつ児童を対象に「めぐろ元気あっぷ教室」を

開催し、課題の改善に取り組む。 

また、学校健康トレーナーによる健康相談、食育推進指導員

による栄養相談、小児生活習慣病専門医による講演・相談事業

等を行う。 

1－3－3 食育の推進 学校運営課 

連番号 

10 

「学校（園）における食育指針」に基づき、学校、園での食育

の推進を図る。また、「学校・園におけるアレルギー疾患への対

応の手引き」に基づき、食物アレルギーをもつ児童・生徒への

安全な学校給食の提供に取り組む。 

１－４ ＩＣＴを活用した教育の充実 

1－4－1 情報活用能力の育成 教育指導課 

連番号 

11 

小学校では「目黒区立小学校プログラミング教育モデルカリ

キュラム（令和４年１２月改訂）」に基づき、ＩＣＴ支援員を活

用したプログラミング教育を全学年３時間程度実施するなど、

発達段階に応じた児童・生徒の情報活用能力の育成を図る。 

1－4－2 ＩＣＴ機器を活用した指導力の向上 教育指導課 

 

連番号 

12 

ＩＣＴ支援員やＧＩＧＡ支援員による日常的な支援に加え、

教育指導課訪問や、各種巡回訪問の機会を捉え、個々の教員の

授業に即したＩＣＴの利活用について指導・助言を充実させ

る。 

施策２ 学校の教育活動を支える環境整備の推進 

番号 項目 所管課 

２－１ いじめ防止等の対応の充実 

2－1－1 いじめへの組織的な対応の実施・充実 教育指導課 

連番号 

13 

「目黒区いじめ防止対策推進条例」「目黒区いじめ防止基本方

針」に基づき、関係機関と連携しながら、いじめ防止等の対策

を効果的に推進する。各学校では「学校いじめ防止基本方針」

を見直すとともに、その内容について教職員及び保護者等と共

通理解を図る。また、「学校いじめ対策委員会」を核とした組織

的な対応に向け、各学校における年３回以上の研修のほか、生

命等にかかわる重大事態発生時の対応訓練を実施する。 
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番号 項目 所管課 

２－２ 不登校等への対応の充実 

2－2－1 不登校児童・生徒等の学習支援の充実 教育支援課 

連番号 

14 

学習支援教室「めぐろエミール」において不登校児童・生徒

の学習支援を行うため、一人ひとりのニーズに応じた個別指

導・支援を行う。また、不登校児童・生徒の居場所機能の充実

を図るとともに、令和６年５月に開始した東根住区センター児

童館に加え、さらにもう 1か所で室外指導事業を展開する。 

また、中学校７校において校内別室を整備し、校内別室指導

支援員のもと、別室で学校生活を過ごす生徒の支援を行う。 

2－2－2 教育相談体制の充実 教育支援課 

連番号 

15 

不登校の未然防止等を含む幼児・児童・生徒の健全育成推進
のため、スクールカウンセラーを全校・園へ派遣する。スクー
ルカウンセラーや教育相談員を活用し、電話や来室による教育
相談の充実を図る。 
また、児童・生徒からの相談しやすい環境として「めぐろそ

うだんポスト」を運用することにより、学習用情報端末で直接
受け付ける。保護者連絡システムを用いて毎年度配信する不登
校児童・生徒の保護者向けリーフレットを活用し、教育相談体
制の周知・啓発に努める。 

2－2－3 関係機関等との連携強化 教育支援課 

連番号 

16 

 

スクールソーシャルワーカー、教育相談員、スクールカウン
セラー、学習支援教室「めぐろエミール」や関係機関等と連携
を図りながら、不登校等の諸課題の早期発見と早期対応を促進
する。 
各学校が作成する不登校の個票において、ヤングケアラーの

状況にないか把握し、虐待やネグレクト等の疑いと合わせて、
関係機関と連携して対応する。 

２－３ 特別支援教育の推進 

2－3－1 交流及び共同学習の充実 教育支援課 

連番号 

17 

 

教職員、児童・生徒、保護者・区民への特別支援教育に関す

る理解啓発を継続的に実施するとともに、知的障害特別支援学

級における通常の学級との交流及び共同学習の充実に向け、重

点支援校を指定し、毎月１回程度、指導主事を派遣して授業実

施等の支援を行う。 

2－3－2 特別支援教室の適切な運営 教育支援課 

連番号 

18 

区立小・中学校の特別支援教室をアドバイザーが巡回し、特

別支援教室の運営を指導・助言すること等により、指導の充実

を図る。 

2－3－3 保護者や関係機関との連携による支援体制の充実 教育支援課 

連番号 

19 

医療・教育・心理の専門家が幼稚園、こども園、保育園等を

訪問し、教職員や保護者からの相談を受け助言する小学校就学

前ガイダンスを実施し、保護者や学校関係機関と連携した支援

体制の充実を図る。 

２－４ 学校のＩＣＴ環境整備の推進 

2－4－1 教育システムの更新 学校ＩＣＴ課 

連番号 

20 

小学校４校及び中学校２校の教育システム（指導者用ＰＣ、

大型提示装置等）及び校内ネットワーク更新（高速大容量化）

を行う。 
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番号 項目 所管課 

2－4－2 ＧＩＧＡシステムの更新 学校ＩＣＴ課 

 

連番号 

21 

全小・中学校の１人１台学習用情報端末（GIGAシステム）の

更新を行う。 

２－５ 就学前施設・小学校中学校間の連携・交流の強化 

2－5－1 小学校・中学校間の連携・交流の充実 教育指導課 

連番号 

22 

児童・生徒の生きる力を育むため、「小・中連携子ども育成プ

ラン」に基づき、小・中学校が連携した教育活動を進める。 

2－5－2 幼児教育と小学校教育との円滑な接続 教育指導課 

連番号 

23 

 

幼児期の学びと小学校での学びとの円滑な接続を目指して、

就学前施設と小学校の教職員を対象とした合同研修会を実施す

る。区立幼稚園・こども園が取り組む主体的・協働的な探究活

動の実践の成果について、区立小学校を含め区内で共有する。 

２－６ 統合新校の新校舎整備及び学校施設の計画的な更新 

2－6－1 統合新校の新校舎整備 学校施設計画課 

連番号 

24 

旧第九中学校及び旧第十一中学校の既存校舎解体工事、目黒

南中学校及び目黒西中学校の新校舎建設工事等を実施する。 

2－6－2 向原小学校の施設更新 学校施設計画課 

連番号 

25 

既存校舎の解体工事、新校舎の建設工事等を実施する。 

2－6－3 鷹番小学校の施設更新 学校施設計画課 

連番号 

26 

新校舎の実施設計、ビオトープ再整備・活用検討、既存校舎

の内装改修工事等を実施する。 

2－6－4 大岡山小学校の施設更新 学校施設計画課 

連番号 

27 

敷地測量、ボリューム検討、地歴調査等を実施する。 

2－6－5 第一中学校の施設更新 学校施設計画課 

連番号 

28 

敷地測量、土壌汚染調査等を実施する。 

施策３ 学校内外の連携・分担による学校マネジメントの実現 

番号 項目 所管課 

３－１ 高い専門性と指導力、協働性を備えた教員人材の育成 

3－1－1 研究指定校制度を活用した教員の指導力の向上 教育指導課 

連番号 

29 

本区の特色である文部科学省研究開発学校（小学校４０分授

業午前５時間制を全校実施、中学校４５分授業を一部の中学

校において実施）や目黒区教育委員会教育開発指定校、目黒区

人権教育推進校の取組等を通して、創意工夫に富んだ魅力ある

学校づくりを推進し、児童・生徒の学びを支援する伴走者とし

ての能力の育成を図る。 
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番号 項目 所管課 

3－1－2 職層や教育課題等に応じた研修の充実 教育指導課 

連番号 

30 

教員の資質・能力の向上を図るため、「主体的・対話的で深い

学び」の視点に基づく授業改善や、区としての今日的な教育課

題等を取り入れた研修を実施する。 

また、教員が自身のスケジュールに合わせて受講時間を選択

できるｅラーニング研修や動画配信、オンライン双方向研修を

効果的に取り入れる。 

３－２ 働き方改革の推進・「チーム学校」の機能強化 

3－2－1 学校を支える人員体制の充実 教育政策課 

教育指導課 

 

連番号 

31 

教員や副校長の業務負担軽減のため、実態に応じた専門ス

タッフやスクール・サポート・スタッフ、副校長補佐に加え、

スクールロイヤー、学校経営相談員を教育委員会事務局に配置

し、寄せられる意見等への対応について、学校の支援を行う。 

3－2－2 学校業務（用務等）の委託化の推進 教育政策課 

連番号 

32 

より効果的・効率的な学校業務（用務等）の運営を図り、今

後も良好な学校環境の維持及び安定的な学校運営を行うため、

先行実施校における実施状況を検証の上、委託対象校の拡大を

図る。 

3－2－3 学校外プールの活用 学校施設計画課 

連番号 

33 

目黒区立小・中学校におけるプール施設整備の考え方に基づ

き、計画的な授業の実施と教員の負担軽減、水泳指導の充実を

目的として、小学校２校で民間プール施設での水泳指導を実施

する。 

3－2－4 持続可能な部活動の推進 教育政策課 

学校運営課 

教育指導課 

連番号 

34 

部活動の内容充実と教員の負担軽減を図るため、引き続き中

学校１校をモデル校として、顧問業務や専門的な技術指導等を

民間事業者へ委託するとともに、その効果の検証を行う。 

併せて、地域連携の充実及び地域移行の実施に向けて、区内

の関係団体等と連携し、取組への協力手法等、調査・検討を進

める。 

3－2－5 教職員の健康確保に向けた取組 教育指導課 

連番号 

35 

出退勤管理システムにより勤務時間の実態を把握し、長時間

労働に当てはまる教職員に対し、チェックリストの提出による

健康状態の確認や産業医による面接指導を行う。 

教育指導課教職員係に配置している保健師が巡回訪問や個別

面談をする保健師相談事業を継続して実施する。 

また、東京都教育委員会事業を活用したアウトリーチ型相談

を併せて実施する。 

3－2－6 小学校における教科担任制等の推進 教育指導課 

連番号 

36 

児童の学力向上と、複数の教員による多面的な児童理解を促

すため、教員の教科指導における専門性を生かした教科担任制

や交換授業等の推進を図る。 
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番号 項目 所管課 

３－３ 「地域とともにある学校づくり」と「学校を核とした地域づくり」の実現 

3－3－1 学校評価の実施・活用 教育指導課 

連番号 

37 

 

児童・生徒、保護者、地域の方々、教職員による学校評価ア

ンケート（デジタル化）を実施する。 

各学校においては、デジタルの利点を生かし、学校評価アン

ケートを実施した直後に、アンケート結果を踏まえた自己評価

及び学校関係者評価を実施し、学校運営の改善・充実を図る。 

 

3－3－2 学校運営協議会と地域学校協働活動の一体的な推進 生涯学習課 

連番号 

38 

令和 7年度からコミュニティ・スクールとなった原町小学

校、不動小学校、第一中学校に対し、学校運営協議会への運営

支援及び地域学校協働本部の整備・支援を行う。 

また、フォーラムの実施等を通じて、コミュニティ・スクー

ルの仕組みや地域学校協働活動を周知・啓発する。   
さらに、令和８年度の学校運営協議会の設置校を決定し、当

該校の校長等に研修を実施するほか、学校運営協議会委員と地

域学校協働活動推進員の人材確保・養成に努める。 
3－3－3 放課後フリークラブ事業の推進 生涯学習課 

連番号 

39 

放課後や休日等における子どもの安全・安心な居場所の確保

のため、「子ども教室」の実施小学校区の拡大及び教室内容の充

実を図る。また、放課後子ども総合プランによる「ランランひ

ろば」について、放課後子ども対策課と協力・連携していく。 

施策４ 子どもの安全・安心の確保 

番号 項目 所管課 

４－１ 子どもの安全教育の推進 

4－1－1 安全教育の推進 教育指導課 

連番号 

40 

児童・生徒の安全への意識の向上に向け、ライフジャケット

を提示するなど具体的な場面を想定した安全指導や、発達段階

に応じた「生命（いのち）の安全教育」を実施し、安全対策の

充実を図る。 

また、保護者・地域の協力による地域安全マップの作成（小

学校）を行うとともに、交通安全教室を実施する。 

4－1－2 防災教育の充実 教育政策課 

教育指導課 連番号 

41 

自ら主体的に行動ができる能力を育むため、実践的な避難訓

練の実施や、学習ｅポータル内に設置した「安全教育・防災教

育ポータルサイト」を活用したり、地域の防災訓練と連携した

りするなど防災教育を引き続き実施する。 

また、中学生及び教職員を対象に普通救命講習会を実施す

る。 

４－２ 地域や関係機関との連携による安全対策の強化 

4－2－1 防犯・防災等の情報共有 教育政策課 

 

連番号 

42 

保護者連絡システムを用いて、教育委員会から不審者情報な

ど子どもの安全に関する緊急情報の配信、学校・園から自然災

害発生時の対応の連絡など、保護者にとって有用な活用を図

り、児童・生徒の安全・安心を確保する。 
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番号 項目 所管課 

4－2－2 通学路の安全確保 教育政策課 

連番号 

43 

学校・ＰＴＡから報告のあった小学校通学路の危険箇所につ

いては、道路管理者や警察など関係機関と連携・協力し必要な

対策を行っていくとともに、必要に応じて学校・ＰＴＡ等と関

係機関との合同での点検を実施する。 

4－2－3 学校・園の防犯体制の強化 教育政策課 

連番号 

44 

子どもや学校関係者の安全確保を図るため、小・中学校、幼

稚園・こども園の運動会・体育祭及び区立中学校連合体育大会

に警備員を配置するとともに、小学校、幼稚園・こども園にお

いて、校門前等の昼間警備を引き続き試行で実施する。 

４－３ 学校・園における児童虐待の早期発見・早期対応の推進 

4－3－1 児童虐待の早期発見・早期対応の徹底に向けた取組の強化 教育指導課 

連番号 

45 

「児童虐待防止マニュアル」に基づく対応を全教職員に徹底す

るとともに、学校・園と子ども家庭支援センター等との情報共

有及び連携の強化を図る。また、教職員の児童虐待防止への意

識を高め、児童虐待防止に関する各学校の取組の充実に向けた

研修を実施する。 

施策５ 生涯学習の充実 

番号 項目 所管課 

５－１ 生き生きと学び合える生涯学習事業の充実 

5－1－1 大学等教育機関の専門性を生かした事業の実施 生涯学習課 

連番号

46 

現在実施している区内及び近隣教育機関との連携・協力を進

め、ニーズに沿った企画を実施するとともに、ＩＣＴを活用し

た講座も取り入れながら、区民の生涯学習の機会拡大を図る。 

５－２ 家庭教育を支援する事業の実施 

5－2－1 家庭の教育力向上に向けた学習機会等の提供 生涯学習課 

連番号

47 

家庭教育の自主性を尊重しつつ、家庭教育に関する学習機会

の提供を行い、子どもの生活習慣の習得や自立心の育成に向け

て、より効果的な支援に向けた検討を進める。 

５－３ 文化財を活用した啓発・普及事業の実施 

5－3－1 歴史的建造物、遺跡調査の実施 生涯学習課 

連番号

48 

文化財として価値のある歴史的建築物の調査、埋蔵文化財保

護のための試掘調査を実施し、めぐろの歴史と文化を記録保存

する。 

5－3－2 めぐろ歴史資料館事業の実施 生涯学習課 

連番号

49 

めぐろ歴史資料館の機能移転に伴い、展示・所蔵資料の整理

を行うとともに、事業の在り方について検討を進め、デジタル

ミュージアムを公開するなど、幅広い年齢層に親しんでもらう

ための事業を実施する。 
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番号 項目 所管課 

５－４ 図書館サービスの充実 

5－4－1 図書館資料の充実と的確な資料提供 八雲中央図書館 

連番号 

50 

知・文化の拠点として、資料収集の重点テーマを定め、指定

寄付金（ふるさと納税）を活用しながら図書館資料の充実を図

る。 

また、これらの資料（蔵書）を活用し、地域の課題や特定の

テーマに関連した展示により区民ニーズに沿った的確な資料提

供を行う。 

5－4－2 電子書籍貸出サービスの充実 八雲中央図書館 

連番号 

51 

非来館型サービスとして区民が活用している電子書籍貸出

サービス（めぐろ電子図書館）について、様々な分野のコンテ

ンツの充実と地域資料のデジタル化を推進する。 

また、学校教育との連携による児童・生徒の電子図書館の活

用を推進する。 

5－4－3 障害者サービスの充実 八雲中央図書館 

連番号 

52 

障害などにより図書館利用に支障のある方向けの資料（録

音・点字図書、マルチメディア資料など）の提供、対面朗読、

来館困難者に対する資料配送などのサービスを行う。 

また、録音図書作成などのボランティアである障害者サービ

ス協力員の育成などによりサービスの充実を図る。 

5－4－4 子ども読書活動の推進及び学習活動の支援 八雲中央図書館 

連番号 

53 

学校への図書資料の団体貸出、調べ学習支援、ワークショッ

プやフォローアップ研修による読み聞かせボランティアの育成

等を行い、子どもの読書活動の推進及び学習活動の支援につい

ての取組を進める。 

5－4－5 「目黒区子ども読書活動推進計画（仮称）」の策定 八雲中央図書館 

連番号 

54 

多くの子どもたちが本と親しみ、より深く学びを楽しむため

の環境づくりを進め、子どもたちが主体的に読書活動に取り組

めるよう、「目黒区子ども読書活動推進計画（仮称）」を策定す

る。 

 


